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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月20日(2016.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞を処理するための装置であって、
　細胞のための固定床リアクタを備え、前記固定床リアクタが、固定床の充填状態に対応
する第１の位置から前記固定床の解放状態に対応する第２の位置へ移動できる可動部を含
み、
　仕切りの移動によって、細胞の採取を容易にするように前記固定床が拡張する、装置。
【請求項２】
　前記可動部が、前記固定床リアクタのうち前記固定床を含む区画室内に配置される仕切
りを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　拡張可能なリテーナであり、前記リテーナの非拡張状態において前記仕切りを前記第１
の位置に保持し、前記リテーナの拡張状態において前記仕切りを前記第２の位置に保持す
るための拡張可能なリテーナを更に含む、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記仕切りを前記第１の位置から前記第２の位置へ移動させるためのプランジャを更に
含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記プランジャが前記仕切りに連結されている、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記仕切りが、前記固定床リアクタのうち前記固定床を備える区画室の外部の第１の部
分と、前記区画室内の第２の部分とを含む、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　前記固定床リアクタが密閉収容器を備える、請求項１～６のいずれか一項に記載の装置
。
【請求項８】
　前記固定床リアクタが可撓性外壁を備える、請求項１～７のいずれか一項に記載の装置
。
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【請求項９】
　前記固定床を含む第１の区画室と、前記第１の区画室を通じて流体を循環させるための
第２の区画室とを更に含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記固定床リアクタがローラーボトルを備える、請求項１～９のいずれか一項に記載の
装置。
【請求項１１】
　細胞を処理するための装置であって、
　前記細胞の増殖に適合する媒体を含む収容器と、前記細胞のための内部区画室と関連付
けられる仕切りとを備え、前記仕切りが、第１の容積を前記内部区画室に与えるための第
１の位置から、前記第１の容積よりも大きい第２の容積を前記内部区画室に与える第２の
位置へ移動できる、装置。
【請求項１２】
　前記媒体が前記内部区画室内の充填材料を構成している、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記仕切りが、前記第２の位置で前記内部区画室の下部を形成している、請求項１１ま
たは１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記収容器が端壁を含み、前記仕切りが、前記第２の位置よりも前記第１の位置におい
て前記端壁に近づけられる、請求項１１～１３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１５】
　拡張可能なリテーナであり、前記リテーナの非拡張状態において前記仕切りを前記第１
の位置に保持し、前記リテーナの拡張状態において前記仕切りを前記第２の位置に保持す
るための拡張可能なリテーナを更に含む、請求項１１～１４のいずれか一項に記載の装置
。
【請求項１６】
　前記拡張可能なリテーナがスプリングを備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記仕切りを前記第１の位置から前記第２の位置へ移動させるためのプランジャを更に
含む、請求項１１～１６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記プランジャが前記仕切りに連結されている、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記仕切りが、リアクタのうち固定床を含む区画室の外部の第１の部分と、前記区画室
内の第２の部分とを含む、請求項１１～１８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２０】
　前記内部区画室を通じて流体を循環させるための外部区画室を更に含む、請求項１１～
１９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２１】
　前記仕切りが略環状である、請求項１１に記載の装置。
【請求項２２】
　細胞を処理するための装置であって、
　流体を受容するための内部を形成する側壁を含む収容器と、前記収容器の内部に配置さ
れ、前記細胞のための固定床を含む拡張可能な区画室とを備える、装置。
【請求項２３】
　前記拡張可能な区画室が、前記収容器の内部の外部区画室によって取り囲まれている、
請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記拡張可能な区画室が内部区画室を取り囲んでいる、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
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　前記側壁が少なくとも部分的に可撓性である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２６】
　振動器を更に含む、請求項２２～２５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２７】
　流体をリアクタ内で循環させるためのデバイスを更に含む、請求項２２～２６のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項２８】
　前記デバイスが磁気撹拌器を備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記磁気撹拌器が前記リアクタの区画室内に配置されている、請求項２８に記載の装置
。
【請求項３０】
　複数の細胞を更に含む、請求項２２～２９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３１】
　固定位置から細胞を分離するための剥離剤を更に含む、請求項２２～３０のいずれか一
項に記載の装置。
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